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  茨木市議会議員 あびこ浩子の 

～２００９年の活動総決算～ 

まちの課題、みんなの思いを政治に届けたい！ 

＜あびこ浩子の実感＞ 

 普通の主婦が議員になった

ら、不思議なことがいっぱい

あった！ 

高齢者や子どもたち、障がいを持

つ人、病気をもつ人など弱い立場の

人たちが安心して暮らせる街にしよ

う！それは誰にでも優しいまちだか

ら。子育てしながら街に出ようよ！

街に出られる社会にしよう！子育て

支援で社会を変えよう！ 

茨木市議会議員  

発行日：２００９年１２月 

編集・発行／あびこ浩子 

 第５号 

あびこ浩子 

ゆめ・みらい通信 

 みなさま、いつもお世話になっており

ます。あびこ浩子です。いよいよ2009
年も終わりを迎えます。この1年は皆様

にとってどんな1年でいらっしゃいまし

たか？ 

 私は、皆様からご家族のリストラや病

気あるいは介護、また、子どもさんの進

学や就職など人生の転機に関する様々な

お話を伺う機会の多かった1年でした。

社会の流れの中で直面されている多くの

課題を肌で感じた1年でした。 

 新しい2010年が私たちにとって希望

の持てる1年になるように願っておりま

す。2010年度も皆様のお声を茨木市の

市政に生かしていくために全力で頑張り

たいと思います。 

 振り返ればこの1年は、新型インフル

エンザの感染で対応に追われた年でもあ

りました。毎週火曜日に街頭に立ってい

ますが、新型インフルエンザで子どもた

ちが一斉に休校した一週間は、「子ども

たちの声のしない街角」がどんなに寂し

いものであるかを実感した一週間でし

た。感染は拡大し、秋には様々な行事も

中止になったりと心配が絶えませんでし

たが、ようやく肌寒くなり始めたころか

ら爆発的な感染は終息してきたようで

す。本格的な例年のインフルエンザ流行

は今からです。皆様お体ご自愛ください

ませ。 

 当の私も、忘れもしない8月4日の朝に

これまで予兆はあったのですが、左下半

身の激痛に全く動けない状況となりまし

た。腰椎ヘルニアによる大腿神経圧迫か

らの坐骨神経痛との

こと。至急手術をと

言われながら怖くて

だましだましの毎日

です。体を労わるこ

との大切さを実感し

ました。 

連絡先：（あびこ浩子事務所）茨木市中穂積3丁目１－３５ 

     TEL＆FAX 072ｰ601-0569 

    ウエブサイト：http://www.hcn.zaq.ne.jp/abiko-h/ 

あびこ浩子（安孫子浩子） 

1961年生まれ。玉櫛小・南中卒

業／1980大阪府立千里高校卒

業／1984関西大学文学部卒

業／2008大阪市立大学大学院創造

都市研究科共生社会研究分野修士

課程修了、大学時代銭原キャンプ

場でカウンセラーとして活動 

1984高槻市立第7中学校教諭／1987
茨木市立三島中学校へ転任1990退

職／2000沢池幼稚園PTA会

長／2002穂積小PTA会長／2006茨

木市PTA協議会会長／2004NPO法

人Chacha－House 代表理事 

穂積小校区青少年健全育成運動協議

会会長／NPO法人子育て広場全国

連絡協議会理事／茨木市議会議

員／夫、長女（大2）･次女（高

2）･長男（中3）の5人家族 

尼崎セミナーにて、兵庫県ハバタンと 
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2009年度定例議会報告 

＜あびこ浩子の実感＞ 

普通の主婦が議員になった

ら、不思議なことがいっぱい

あった！ 

高齢者や子どもたち、障が

いを持つ人、病気をもつひ

となど弱い立場の人たちが

安心して暮らせる街にしよ

う！それは誰にでも優しい

まちだから 

子育てしながら街に出よう

よ！街に出られる社会にし

よう！子育て支援で社会を

変えよう！ 
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あびこ浩子 

ゆめ・みらい通信 

3青少年センターを廃止し 

「いのち・愛・ゆめセンター」への統廃合に関して 
～3月議会で3青少年センター廃止条例条例案取り下げその後～ 

穂積コミセン、餅つきにて 

 前回の通信で少しお伝えしました

が、青少年センターが茨木市には4
館ありました。上中条青少年セン

ターと総持寺、豊川、沢良萓の3青

少年センターです。「大阪府の切っ

た予算を市では補てんしない」との

市長の姿勢から、大阪府が運営予算

を削減したことを理由に、3つの青

少年センターを廃止しました。利用

者への説明も、たった1日だけの説

明会を3青少年センターで2時間ずつ

実施したに過ぎません。3月議会で

この条例改正案は大阪府との補助金

の関係で取り下げられ、6月議会で

再び上程されました。 

 予算削減なら廃止ではなく予算縮

小や直営でなく民間にゆだねる方法

もあるという提案をしましたが検討

ことなく、廃止統合分館化が決定し

ました。子どもたちのためにと存続

を望む署名が4881筆集まりましたが

そのまま可決されました。 

 財源が無いのは理解できます。だ

からこそ隘路を探して提案してきあ

ました。いのち愛ゆめセンター統廃

合に関して茨木市から大阪府に「引

き続いて青少年の健全育成に供する役

割を担ってまいります」 と答えているの

ですが、実際には進んでいません。 

 いのち愛ゆめセンターは児童福祉

法に位置づけられた「児童館」で

す。本来「児童館」には児童厚生員

が必要です。これまでは青少年セン

ターがあることで、「児童館」機能

を果たしてきたとの説明でしたが、

3青少年センターがなくなり、その

説明はつきません。しかし職員配置

をしていない現状は法律違反です。

児童厚生員には資格要件がありま

す。「現在の職員配置では法律基準

をクリアできていない」と9月の民

生常任委員会で質問・指摘しまし

た。しかし未だ解決されていませ

ん。大阪府からも同じ指摘を受けて

います。 

西陵中青健協大会にて 
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 第５号 

公共施設の指定管理者制度について 
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これは問題！！ 

 茨木市では、公共施設の指定管理者制

度導入が進められています。茨木市が直

営で管理運営するより、市民の力を生か

した「市民協働」の視点から、また、指

定管理者の団体としての専門性の強みを

生かす意味でも、より有効な施設活用が

可能になる指定管理者制度が進むことに

賛成しています。しかし、市民協働と言

いながら単なる安上がりの下請けにしな

いこと、行政と対等な関係で運営を進め

ることが大切です。 

 その為には、まずは指定管理者の選

定を透明性の高い選定委員会で、選定

が見える公開プレゼンで行われるべき

であると考えます。だれの目にも明らかな

中で行政が市民をパートナであると認識し

ている姿をみせるべきです。市民活動セン

ターの指定管理者選定が決まり、現在「子

育てすこやかセンター」の募集中です。市

民力を生かしましょう！ 

茨木市PTA大会にて 

スポーツ大会でした 

障がいを持つ子どもたちの集える場所 

 12月議会の本会議で「障がいを持つ子

どもたちの居場所」について質問しまし

た。 

 障がいをもつ子どもたちの特に放課後

や長期休暇の居場所がほとんどないのが

現実です。、地域の学童・放課後教室に

行くようにとの指導がなされていますが

なかなか利用しにくいとの声がありま

す。また、ガイドヘルパーを利用しても

結局行き場が無く「ヘルパーさんとお散

歩しています」との声を聞きます。現在

児童が利用できる日中一時支援事業が市

内に1か所、一日6人の枠しかないこと

は、余りに選択肢がなさすぎ、社会資源

が足りていない実態から行き場のない子

どもを生みだしているのは必然です。 

 3青少年センター廃止で居場所のなく

なった障がいを持つ子どもたちの保護者

の声です 

「私達の子どもは地域の学校で支援学級に在

籍しています。どの子の家庭も共働きです。

子どもたちは小学校３年生まで学童保育に通

い、小学校４年生からは茨木市総持寺青少年

センターでお世話になりました。地域に青少

年センターがあることに感謝して、安心して

働くことができました。 

しかし２００９年３月に突然、４月からの閉

館及び、総持寺いのち愛ゆめセンター（以下

愛センター）に統合されると説明を受けました。それなら、愛セン

ターに子どもたちの居場所があるかと思えば、それも適わず、様々

な方々に相談させていただきましたが、結局、行き場がない事がわ

かりました。日頃は、学校・クラブ活動やヘルパーさんの手助けで

何とかなりますが、長期休暇を全く孤立した状態で留守番ばかりさ

せるのは、中高生にとって好ましい事ではないとおもいます。自ら

進んで仲間を作って遊ぶことはできませんが、仲間がいて一緒に過

ごすのはどの子も共通して嬉しそうです。 

 そこで私たち母親は必要に迫られて「あすなろ会」を発足させま

した。幸い場所は愛センターが使えるということで、あとはボラン

ティアさん探しでした。 愛センターに一人でも二人でも担当スタッ

フがいて下さったら、仲間がほしい子どもたちに「遊びにおいで」

と言えるのに、一人で家にいる子どもたちに「来てみない？」と声

をかけられるのにと思います。 

 

 地域でともに生きることが出来ることを望むことはけして踏

みにじられてはいけないことだと思います。 

 今後、居場所の継続が出来る支援を求めて、地域の皆さんに

ご協力をお願いすること、そして行政にも出来限りの支援を求

めていこうと思っています。 

 玉櫛府営住宅の敷地内に大阪府の取り組みとして、障がい者

のグループホーム棟が建てられる予定です。サービス提供施設

が出来ることと、施設に隔離されずに共に生きたいという当事

者の思いとを重ね合い、支えあいの中で豊かに暮らせる街づく

りを目指したいと思います。 

 高齢になっても、介護が必要になっても、障がいがあっても

安心して暮らせる街を目指したいと思います。 



茨木市議会議員 あびこ浩子 ゆめ・みらい通信 第４号 ２００９・１２＊＊あびこ浩子の議会活動レポート＊

4 

茨木市中穂積３丁目１－３５ 

電話＆FAX  ０７２（６０１）０５６９ 

Email: abiko-h@hcn.zaq.ne.jp 

【自宅】茨木市穂積台12-503 
TEL ０７２－６２４－５４８０ 

あびこ浩子事務所 

お互いさまと思える茨木に! 

生活者の視点を政治に！ 

ホームページもご覧ください 

http://www.hcn.zaq.ne.jp/abiko-h/ 

毎週火曜日朝７：３０～８：３０ 

ＪＲ茨木駅西口で街頭報告会を実施しています！ 

公務等の関係で無理な時もありますが、見かけたら声をかけて下さいね！！ 

 8月の総選挙で民主党が政権交代を果たしました。マニフェスト選挙により、国民が自ら政権選択をする結果となっ

た歴史的な一ページが始まりました。マニフェストを実現するために予算の組み替えが行われ、「事業仕訳」が公開で

実施されました。すったもんだの末に「子ども手当」の半額支給は所得制限なしで実施されることとなりました。財源

確保から次年度は児童手当と並行して実施されます。「実質高校授業料無償化」も実施されます。新しいことを始めよ

うとするとこれまでの制度との整合性の壁がたくさん見えてきました。 2011年度「地方一括交付金」の実施予定に向

けて、各市町村で何を政策として実施するのかを決める時がきます。みなさん一層政治に関心を持って私達のまち茨木

市で実現したいあるいは残したい政策は何なのかを声を上げて決めていきましょう。 

 茨木市での政策提案するためにアンケートを実施しています。ご協力いただける方は是非ご連絡ください。（メールか

FAX）また、政策作りのために、専門家による「福祉連続学習会」を実施しました。みなさんのお声そして専門家の視点

を頼りに政策提言につなげていきたいと張り切っています。 

第1回 11月26日[木]「障がいを持つ人が地域でいきるあめに」楠敏雄さん（NPO法人大阪障害者自立生活協会理事長） 

第2回 11月27日[金]「ひとり親家庭の子育て」中野冬実さん（NPO法人しんぐるまざ～ずフォーラム関西事務局長） 

第3回 12月2日(水)「生活保護の実態と求められる施策」道中 隆さん（堺市特命理事） 

第4回 12月9日(水)「ウエルフェアーからワークフェアーへ、現代の貧困」福原宏幸さん(大阪市立大学大学院教授） 

第5回 12月14日[月]「保育・子育て支援の課題と求められる施策」山縣文治さん（大阪市立大学大学院教授） 
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次年度からの「子ども手当」と「実質高校無償化」制度など 

国の新制度への移行では、今後の市政の方向が問われる！ 

穂積青健協 

絵合わせ大会 

政策つくりのためのアンケートと学習会を実施しました。 

アンケートにご協力いただける方を募集中です！ 


